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1. 現代 におけ る親子関係につい て， 第1   ･ 2 報では

特に高 校生 段階での親子の意識のズレ を中心に，アンケ

ート式調査 かも一般的 傾向とその相関関係を明らかにし

た。前報では，高 校生 とその父 母の作文 の分析を通し て

親子関係 の具体的問題 を明 らかにし た。 そこ で， 今回は

その代表的 なものの事例を追求 することによって問題の

背景を明 らか にす ると同時 に，一 年後の変化のあとをた

どるこ とに よって， 親子 関係の問 題解 決のあり方を求め

た。

2. 第３報まで対象にし てき た200 家族 の中から代表

的なも の10家族を抽出し，これ までのアンケートと作文

を基礎に，父・母・子３者一緒にインタビ ューし，親子

関係をい ろい ろ な角度か ら話し あい，そ れを記録ナ ると

いう 方式を どった。

3. その結果, ①第 ３報で親子関係 の問題は個 々のケ

ースに よってか なり異 なるこ とが明 らか にされ たが，事

例研 究による結果からも実証され た。 ②1 年後 の親子関

係にはかなりの変化がみられ，それらは全て生活経験 の

連続的 ，必然的結果 とし て生じ てきている。③親子関係

の問 題は社会制度にも影響 を受けている。 たとえば，勉

強や成 績につい ては，入試制度な どの ためにそれ が各家

庭で深刻な問題 とな り，親子関係や子 どもの成長 まで強

い影響 を与 えてい る。 ④親も子 もお互い に真剣 に，しか

も，冷 静に話し 合うことに よって，いい 親・いい 子 ども

になろ うと努力し てい る。


